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論文内容の要旨





発光ダイオードで励起可能な赤外-可視変換蛍光体に着目し，まず， LnF 3 : Yb , Er (Ln : Y, Gd , La) 
の合成実験を行い，湿式・フラックス法 2 段焼成によって高輝度粒子を得ている O それらの蛍光体のパ
ルス励起発光の温度特性の測定から， (1)YF 3 : Yb , Er の緑色発光の感温'性が高いこと， (2)パルス発光の
パラメーターとしては残光積分輝度の感温性が高いこと， (3)上記の緑色発光の感温変化はアップ・コン










センサは-30--2000Cの温度範囲で士O.30C (豆800C)，士 O.80C (孟 150 0C )，士1.80C (孟 200 0C) の精度
(フ。ローブ互換による精度)が得られており，単線・反射形で φO.85mmの細径プロープが実現している。












(1) 蛍光体LnF3 : Yb , Er (Ln : Y, Gd, La) を高輝度化する研究において，フッ化E鉛フラックス
を用いて 2 段焼成を行い，各焼成後酸エッチング処理を行うことにより組粒の高輝度粒子を再現性よ
く得ることに成功している。また， Y077Ybo20ErO ,03F 3 の組成で最大の輝度が得られることを見出して
いる。
(2) 温度一光トランスデューサの研究において，希土類蛍光体のパルス励起下での各種の発光パラメー
タの温度特性を詳細に検討し YF 3 : Yb , Erの緑色発光が温度感度にすぐれ，その残光積分輝度が最
も高感度な発光パラメータであることを見出している。また，その緑色発光の温度による変動を発光
機構の解明を通じて明らかにしている。
(3) 上記の温度特性を応用した光ファイパ温度センサの実用化研究では，発光ダイオードと蛍光体を組
合せたノマルス励起発光について詳細な検討を加え，周囲温度の変動に対する動作安定性に大幅な改善
を得ると同時に，センサプローブと本体の互換が可能な製造条件を確立している O
以上の成果に基づいて製造された光ファイパ温度センサは高周波，マイクロ波にも影響されずに高精
度で温度計測が可能であり，単線・反射形でゆO.85mmの細径フ。ロープを実現している。
以上のように，本論文は赤外-可視変換希土類蛍光体の合成から出発し，その温度光トランスデュー
サ効果を巧みに応用して新しい光ファイパ温度センサを実用化しており，材料科学ならびに計測器工業
に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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